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研究成果情報 
希少種イトウの季節的な流域利用と行動パターン 

本多
ほ ん だ

 健太郎
けんたろう

（北海道区水産研究所 さけます資源研究部） 

 

はじめに 

サケ科のイトウ Parahucho perryi（図 1）は現在

国際自然保護連合 IUCNや環境省によって絶滅危

惧種に指定され，その希少性から「幻の魚」など

と呼ばれています。イトウは現在極東ロシアと北

海道に分布していますが，北海道では 7 水系に安

定個体群を残すのみとなってしまいました

（Fukushima et al. 2011）。本種は北海道に生息す

る他のサケマス類とは異なり，秋ではなく雪が解

けた春に河川の上流域で産卵し，また多くの個体

が産卵後も死ぬことなく生涯に何度も産卵に参加

することがわかっています。イトウは成長すると

1 m を超える国内最大のサケ科魚類ですが，成長

が遅く，成熟までに 4～8 年を要します（川村ほ

か 1996）。寿命も 4～5 年のサケと比べて長寿であ

り，20 年以上生きる個体が確認されています。ま

た，本種には降海型の存在が知られていますが，

その回遊範囲は沿岸域までと考えられています

（Arai et al. 2004; Suzuki et al. 2011）。このように，

本種は長寿で河川への依存度が高いという特徴を

持つため，人間活動（河川改修や農地開発，外来

種の移入など）によって生じた環境の著しい変化

に適応できなかったことが個体数減少に繋がった

と考えられています（江戸2002; Nomoto et al. 2010; 
Fukushima et al. 2011）。ここまでイトウについて簡

単に紹介しましたが，過去に本誌に掲載された「サ

ケ科魚類のプロファイル-13 イトウ」（福島2015）
に本種の生態や資源の利用，本種が抱える課題な

どについてより詳しく書かれていますので，そち

らもご参照下さい。 
 

イトウの流域利用や行動パターンを調べる 

漁業者や熱心な釣り人であれば，ターゲットの

魚がいつ・どこにいるのかをおおよそ知っていま

す。イトウについても，これまでの研究成果に加

え，漁獲・釣獲情報から本種が海に進出すること

や産卵期以外にも成魚サイズの個体が上流域に滞

在することなどがわかっています。しかし，ここ

で疑問が浮かびます。海で見つかる個体と上流域

にいる個体はそれぞれ相容れない生活史を送って

いるのでしょうか。それとも同じ個体がときに海

に行ったり，ときに上流域に遡上したりしている

のでしょうか。また，個体群レベルで考えたとき

に，流域の利用にはどの程度の季節性や個体差が

あるのでしょうか，そして，それらは何に起因す

るのでしょうか。イトウの保護を考える上で（優

先して守るべき環境を知るために），これらの問

いに答えることは必須でありながら，これまでそ

のような情報が不足していました。そこで，本研

究ではイトウの季節的な流域利用を個体レベルで

明らかにし，それを集積することで個体群として

の特性解明に繋げることを目標にしました。 

図 1. 倒木の下に身を潜めるイトウ（大本謙一氏撮影）
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本研究のフィールドは北海道東部に位置し，汽

水湖の厚岸湖を介して，厚岸湾，太平洋へと流れ

出る別寒辺牛（べかんべうし）川水系です（図 2）。
本水系は上流域に自衛隊の演習場があるため開発

されておらず，下流域はラムサール条約登録湿地

に指定されるなど，手付かずの自然が多く残され

ています。 
筆者らは 2008 年から 2010 年の 3 年間の 4 月か

ら 11 月にかけて，この川の上流域から厚岸湖に

至るまでに25 28台の超音波受信機を流域全体を

網羅するように配置しました。その後，上流域の

産卵場から降りてきたイトウや春に厚岸湖内の定

置網で漁獲されたイトウ計 45 尾（各年 15 尾，尾

叉長 46.0 83.9 cm，成魚と想定）の腹腔内に超音

波発信器を挿入して放流し，配置した受信機によ

って春から秋までの行動を追跡しました（Honda 
et al. 2012）。各受信機の捕捉範囲に発信器を付け

た個体が入ると，発信器から発せられた ID とそ

の受信時刻を受信機が自動的に記録する仕組みに

なっています（図 3）。また，配置した受信機とは

別に，毎月一台の受信機を GPS を搭載したカヌ

ーで曳航することで，発信器付きイトウの居場所

をリアルタイムで捕捉し，配置した受信機の間を

補完しました。これらの手法は「テレメトリー」

と呼ばれ，近年多くの水中・陸上生物の行動範囲

や季節移動を調べるのに用いられています。本稿

ではイトウ保護の観点から追跡個体の受信位置は

記載せず，代わりに河口からの距離や河川規模な

どを基準に分類した「エリア」を用いてイトウの

滞在場所を説明します（図 2）。なお，別寒辺牛川

本流とチライカリベツ川の合流点の上流側をエリ

ア 5，別寒辺牛川本流とチャンベツ川およびトラ

イベツ川の合流点の上流側（いずれも同規模の流

量）をエリア 3 としたことから，便宜的にエリア

1 3 を上流域，4 5 を中流域，6 7 を下流域と定義

しました。また季節については， 4 6 月を春，7 
9 月を夏，10 11 月を秋としました。 

 

季節的な流域利用 

すべての受信機に記録されたデータを解析した

結果，イトウは年や月に関係なく上流域から下流

域までを幅広く利用することがわかりました（図

4）。ただし，流域の利用には大きな個体差が存在

し，追跡期間中に中上流域の特定の淵や大きな倒

木付近からほとんど動かなかった個体がいた一方

で，季節を通じて上流域から下流域までを頻繁に

移動する個体も複数確認されました（Honda et al. 
2012）。また，下流域を利用する季節にも個体差が

あり，下流域に終始滞在する個体はいなかったも

のの，春と秋両方利用したり，春だけだったりと

多様でした。他にも，別寒辺牛川の本流だけでな

く複数の一次支流を利用する個体が毎年見られま

した。なお，本研究で追跡した個体の中で，厚岸

湖から厚岸湾（海）に進出した可能性があったの

は一尾のみで，それも一日に満たない時間でした

（Honda et al. 2012）。本水系のイトウを対象に，

耳石中に含まれる微量元素を分析した結果からも，

分析に供した 10 尾はいずれも海に進出していな

いか，していたとしてもごく短期間であったこと

がわかっています（Honda et al. 2010a）。 
本研究で 2009 年に追跡した個体では夏の下流

域の滞在率が春や秋と大きく変わらなかったのに

対して，2008 年と 2010 年の夏では春・秋に比べ

てその割合が小さくなりました（図 4）。別寒辺牛

川では北海道の多くの河川と同様に，夏は上流域

で水が冷たく，下流域ほど温かくなります（Honda 
図2. 北海道東部の別寒辺牛川水系と色分けしたエリア

エリアの分類の詳細は Honda et al. (2012)を参照

灰色の水域は調査対象外 

図 3. 超音波発信器を付けたイトウが超音波受信機に

受信される様子 
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et al. 2012）。2008 年と 2010 年は夏の下流側（エ

リア 5 7）の日最高水温が 2009 年の夏よりも平

均で 2 以上高く推移し，下流側の最高水温が，

冷水性であるイトウが斃死すると報告されている

20 （福田ほか 1992）を超えた日数もそれぞれ 26
日，52 日と 2009 年の 6 日よりも顕著に多かった

のです。実際，夏の下流側の日最高水温が高くな

ると，下流側を利用する個体の割合が減り，上流

側（エリア 1 4）にのみ滞在する個体の割合が増

える傾向にありました（図 5）。 
 

中上流域と下流域で異なる行動パターン 

イトウはまた，滞在した水域の違いによって行

動パターンが異なりました。中流域のエリア 4 5
よりも下流域のエリア6に滞在した個体の単位時

間当たり移動距離（≒行動範囲）が顕著に長くな

る傾向が認められました（図 6）。この中上流域で

はほとんど動かず，下流域で行動が活発になる傾

向は，詳細な行動を記録する機械（データロガー）

を動物に取り付けて動物自身にデータを取得させ

図 5. 2008 2010 の夏の下流側（エリア 5 7，図 2 参照）の

日最高水温に対して，各日に上流側（エリア 1 4）のみ

に滞在した個体と下流側を（わずかな時間でも）利用し

た個体の数をそれぞれ集計して求めた割合（Honda et 
al. 2012 を基に作成）
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図 6. 2008 2010 年に追跡したイトウによるエリア 4 6（チライカリベツ川を除く，図 2 参照）に

おける季節別の一個体・一日当たりに換算した移動距離の平均（Honda et al. 2014 を改変）

季節ごとに全個体の月別の値を集計して算出，バーは標準偏差を示す

図 4. 追跡したイトウが各年各月に滞在した各エリア（図 2
参照）における滞在率（Honda et al. 2012 を改変） 
全個体の滞在時間をプールして算出，N は追跡個体数

「不明エリア」は追跡個体が受信機の配置されていない

支流に入るなどの理由で滞在エリアを特定できなかった
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る「バイオロギング」と呼ばれる手法で得られた

結果からも支持されました（Honda et al. 2017，図

7）。これらの行動パターンは，イトウの採餌戦略

の違いを反映していると考えられます。瀬淵構造

が明瞭で，倒木などの身を隠す場所が多い中上流

域では，むやみに動かない「待ち伏せ型」の採餌

戦略を採用していると考えられます。なお，これ

も本研究で得られたデータからわかったことです

が，カヌーで曳航した受信機によって特定した，

イトウが中長期的に滞在する中上流域の生息場

（イトウの受信場所を中心とした 400 m の流程）

は，周囲の流程と比べて河道がより蛇行し，夏以

降は葉の生い茂る河畔林がより高密度でみられる

傾向にありました（Honda et al. 2010b）。他にも，

イトウ成魚が，水底面積や樹冠の被覆率が大きい

淵を選択することが報告されています（佐川ほか

2002）。一方で，河川構造は単調である代わりに広

大な空間を持ち，ゆえにイトウも餌生物も身を隠

す場所が限られる下流域では，イトウは頻繁に広

範囲を移動する「広域探索型」の採餌戦略を採っ

ていると考えられました。また，春の移動距離が

夏・秋よりも長くなったことについては（図 6），
越冬や産卵で消耗した体力を回復させるために，

採餌や休息に適した場所を探索した結果であると

推察されます。 
 

おわりに 

別寒辺牛川水系のイトウは年や月に関係なく，

流域を上流域から厚岸湖まで，本流・支流の別を

問わずに幅広く利用することがわかりました。シ

ベリアやモンゴルに生息する近縁種のアムールイ

トウ Hucho taimen も最長で 90 km を超える広大

な水域を利用することがわかっています（Gilroy 
et al. 2010）。イトウはまた，夏に下流域が高水温

になると，恐らく代謝を抑えるために水温の低い

上流側を主に利用していました。さらに，中上流

域か下流域かの違いに応じて行動パターンを使い

分けることで，それぞれの水域の物理環境特性に

見合った採餌戦略を採っていると考えられました。

季節的な流域利用に顕著な個体差があったことを

踏まえると，この使い分けは，水温などの環境の

変化だけでなく，栄養状態などの自身のコンディ

ションにも応じたものなのかもしれません。そし

て，これは推測の域を出ませんが，イトウが長寿

であり且つ生息範囲が主に河川内に限られている

ことが，本種の流域利用にこのような選択肢を与

えているようにも思えます。この考えが正しけれ

ば（そうでなくとも），イトウがいつでも行きたい

場所に行けるよう，河川内に行く手を阻む堰堤な

どの障害物がないことが本種を保護するための最

低条件と言えます。もちろん，産卵場より下流に

降った個体が産卵のために遡上できないことが最

悪のシナリオであることは言うまでもありません

（Fukushima et al. 2007, 2019）。同時に，別寒辺牛

川水系に残されているような，上流域から下流域

までを特徴づける物理環境（自然景観）の保全・

復元も重要です。なぜなら，例えば中上流域であ

れば，川の蛇行や河畔林によってもたらされる，

身を隠すのに適した淵や倒木などがなければ待ち

伏せ型の採餌戦略は採れないからです。 
成魚にまで成長したイトウは河川生態系の頂点

に君臨します。このような捕食者が上流域から下

流域までのどこにでもあまねく姿を現す水系であ

れば，それは上流域や下流域の食物網の下位を占

める生物も健全な状態にあることを意味するので

はないでしょうか。 
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